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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　移動端末（１０）によって実施される送信電力制御の方法であって、
　第１の周波数領域で送信される１つまたは複数の第１の通信チャネルと、第２の周波数
領域で送信される１つまたは複数の第２の通信チャネルとに対してそれぞれ別々の送信電
力制御コマンドを受信する工程と、
　前記第１の通信チャネルのうちの１つまたは複数のチャネルの命令された電力と、前記
第２の通信チャネルのうちの１つまたは複数のチャネルの命令された電力との間の差を示
す電力オフセットを計算する工程と、
　受信した前記それぞれの送信電力制御コマンドに従って、前記計算された電力オフセッ
トが第１の閾値（Ｔｈ１）を下回り、かつ第２の閾値（Ｔｈ２）を超える場合は独立して
、または前記計算された電力オフセットが前記第２の閾値（Ｔｈ２）を下回る、もしくは
前記第２の閾値（Ｔｈ２）よりも大きい前記第１の閾値（Ｔｈ１）を超える場合であって
、かつ前記第１および第２の通信チャネルの全てにわたって命令された全電力が所定の全
電力閾値を超える場合は共同して、前記第１および第２の通信チャネルの送信電力制御を
選択的に実行する工程とを特徴とする方法。
【請求項２】
　移動端末（１０）によって実施される送信電力制御の方法であって、
　第１の周波数領域で送信される１つまたは複数の第１の通信チャネルと、第２の周波数
領域で送信される１つまたは複数の第２の通信チャネルとに対してそれぞれ別々の送信電
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力制御コマンドを受信する工程と、
　前記第１の通信チャネルのうちの１つまたは複数のチャネルの命令された電力と、前記
第２の通信チャネルのうちの１つまたは複数のチャネルの命令された電力との間の差を示
す電力オフセットを計算する工程と、
　受信した前記それぞれの送信電力制御コマンドに従って、前記計算された電力オフセッ
トが第１の閾値（Ｔｈ１）を下回り、かつ第２の閾値（Ｔｈ２）を超える場合は独立して
、または前記計算された電力オフセットが前記第２の閾値（Ｔｈ２）を下回る、もしくは
前記第２の閾値（Ｔｈ２）よりも大きい前記第１の閾値（Ｔｈ１）を超える場合は共同し
て、前記第１および第２の通信チャネルの送信電力制御を選択的に実行する工程とを含み
、
　前記１つまたは複数の第１の通信チャネルが第１の搬送波で送信され、前記１つまたは
複数の第２の通信チャネルが前記第１の搬送波とは異なる第２の搬送波で送信され、前記
電力オフセットを計算する工程が、前記第１の搬送波で送信される前記第１の通信チャネ
ルの全てのチャネルの命令された電力と、前記第２の搬送波で送信される前記第２の通信
チャネルのうちの所与の１つのチャネルの命令された電力との間の差を示す前記電力オフ
セットを計算する工程を含み
　前記第１および第２の通信チャネルの送信電力制御を共同して実行する工程が、
　前記第１の通信チャネルにおいて受信された前記送信電力制御コマンドに従って、前記
第１の通信チャネルのうちの所与の１つのチャネルの送信電力を制御する工程と、
　前記第２の通信チャネルにおいて受信された前記送信電力制御コマンドに従って、前記
第２の通信チャネルのうちの前記所与の１つのチャネルの前記送信電力を制御する工程と
、
　前記計算された電力オフセットが所定の範囲に入るよう必要に応じて、前記第１の搬送
波で送信される残りの第１の通信チャネルのうちの全てのチャネルに対して送信電力の割
当てを調整する工程とを含む方法。
【請求項３】
　前記第１および第２の通信チャネルの送信電力制御を共同して実行する工程が、同じ送
信電力制御コマンドに従って、前記第１および第２の通信チャネルの送信電力を制御する
工程を含む、請求項１又は２に記載の方法。
【請求項４】
　第１の周波数領域での１つまたは複数の第１の通信チャネル、および、第２の周波数領
域での１つまたは複数の第２の通信チャネルを送信するように構成された１つまたは複数
の送信機（１２）と、
　前記第１および第２の通信チャネルにおいて別々の送信電力制御コマンドを受信するよ
うに構成された受信機（１４）とを備え、
　前記第１の通信チャネルのうちの１つまたは複数のチャネルの命令された電力と、前記
第２の通信チャネルのうちの１つまたは複数のチャネルの命令された電力との間の差を示
す電力オフセットを計算し、
　受信した前記それぞれの送信電力制御コマンドに従って、前記計算された電力オフセッ
トが閾値（Ｔｈ１）を下回り、かつ第２の閾値（Ｔｈ２）を超える場合は独立して、また
は、前記計算された電力オフセットが前記第２の閾値（Ｔｈ２）より下回る、もしくは前
記第２の閾値（Ｔｈ２）よりも大きい前記第１の閾値（Ｔｈ１）を超える場合であって、
かつ前記第１および第２の通信チャネルの全てにわたって命令された全電力が所定の全電
力閾値を超える場合は共同して、前記第１および第２の通信チャネルの送信電力制御を選
択的に実行するように構成された１つまたは複数の送信電力制御回路（１６）とを備える
ことを特徴とする、移動端末（１０）。
【請求項５】
　前記１つまたは複数の送信機（１２）が、前記１つまたは複数の第１の通信チャネルを
第１の搬送波で送信し、前記１つまたは複数の第２の通信チャネルを第２の搬送波で送信
するように構成され、前記１つまたは複数の電力制御回路（１６）が、前記第１の搬送波
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で送信される前記第１の通信チャネルの全てのチャネルの命令された電力と、前記第２の
搬送波で送信される前記第２の通信チャネルのうちの所与の１つのチャネルの命令された
電力との間の差を示す前記電力オフセットを計算するように構成され、
　前記１つまたは複数の送信電力制御回路（１６）が、
　前記第１の通信チャネルにおいて受信された前記送信電力制御コマンドに従って、前記
第１の通信チャネルのうちの所与の１つのチャネルの送信電力を制御する工程と、
　前記第２の通信チャネルにおいて受信された前記送信電力制御コマンドに従って、前記
第２の通信チャネルのうちの前記所与の１つのチャネルの送信電力を制御する工程と、
　前記計算された電力オフセットが所定の範囲に入るよう必要に応じて、前記第１の搬送
波で送信される残りの第１の通信チャネルの全てのチャネルに対して送信電力の割当てを
調整する工程と
により、前記第１および第２の通信チャネルの送信電力制御を共同して実行するように構
成される、請求項４に記載の移動端末（１０）。
【請求項６】
　前記１つまたは複数の送信電力制御回路（１６）が、同じ送信電力コマンドに従って、
前記第１および第２の通信チャネルの送信電力を制御することにより、前記第１および第
２の通信チャネルの送信電力制御を共同して選択的に実行するように構成される、請求項
４または５に記載の移動端末（１０）。
【請求項７】
　移動端末（１０）によって実施される送信電力制御の方法であって、
　第１の周波数領域で送信される１つまたは複数の第１の通信チャネルと、第２の周波数
領域で送信される１つまたは複数の第２の通信チャネルとに対してそれぞれ別々の送信電
力制御コマンドを受信する工程と、
　前記第１の通信チャネルのうちの１つまたは複数のチャネルの命令された電力と、前記
第２の通信チャネルのうちの１つまたは複数のチャネルの命令された電力との間の差を示
す電力オフセットを計算する工程と、
　受信した前記それぞれの送信電力制御コマンドに従って独立して、または共同して、前
記計算された電力オフセットが所定の閾値を下回り、かつ前記第１および第２の通信チャ
ネルの全てにわたって命令された全電力が所定の全電力閾値を超える場合は、送信電力制
御を共同して実行し、その他の場合は送信電力制御を独立して実行することによって、前
記第１および第２の通信チャネルの送信電力制御を選択的に実行する工程とを特徴とする
方法。
【請求項８】
　前記１つまたは複数の第１通信チャネルが物理アップリンク制御チャネルＰＵＣＣＨを
備え、前記１つまたは複数の第２通信チャネルが物理アップリンク共有チャネルＰＵＳＣ
Ｈを備える、請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　前記第１および第２の通信チャネルの送信電力制御を共同して実行する工程が、同じ送
信電力制御コマンドに従って、前記第１および第２の通信チャネルの送信電力を制御する
工程を含む、請求項７または８に記載の方法。
【請求項１０】
　前記所定の閾値が、前記第１および第２の周波数領域に依存する、請求項７～９のいず
れか一項に記載の方法。
【請求項１１】
　前記第１および第２の通信チャネルの送信電力制御を共同して実行する工程が、前記第
１および第２の通信チャネルのうちの弱い方のチャネルの送信電力をゼロに設定する工程
を含む、請求項７～１０のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１２】
　第１の周波数領域での１つまたは複数の第１の通信チャネル、および、第２の周波数領
域での１つまたは複数の第２の通信チャネルを送信するように構成された１つまたは複数
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の送信機（１２）と、
　前記第１および第２の通信チャネルにおいて別々の送信電力制御コマンドを受信するよ
うに構成された受信機（１４）とを備え、
　前記第１の通信チャネルのうちの１つまたは複数のチャネルの命令された電力と、前記
第２の通信チャネルのうちの１つまたは複数のチャネルの命令された電力との間の差を示
す電力オフセットを計算し、
　受信した前記それぞれの送信電力制御コマンドに従って独立して、または共同して、前
記計算された電力オフセットが所定の閾値を下回り、かつ前記第１および第２の通信チャ
ネルの全てにわたって命令された全電力が所定の全電力閾値を超える場合は、送信電力制
御を共同して実行し、その他の場合は送信電力制御を独立して実行することによって、前
記第１および第２の通信チャネルの送信電力制御を選択的に実行するように構成された１
つまたは複数の送信電力制御回路（１６）を特徴とする、移動端末（１０）。
【請求項１３】
　前記１つまたは複数の第１通信チャネルが物理アップリンク制御チャネルＰＵＣＣＨを
備え、前記１つまたは複数の第２通信チャネルが物理アップリンク共有チャネルＰＵＳＣ
Ｈを備える、請求項１２に記載の移動端末（１０）。
【請求項１４】
　前記１つまたは複数の送信電力制御回路（１６）が、同じ送信電力コマンドに従って、
前記第１および第２の通信チャネルの送信電力を制御することにより、前記第１および第
２の通信チャネルの送信電力制御を共同して実行するように構成される、請求項１２また
は１３に記載の移動端末（１０）。
【請求項１５】
　前記１つまたは複数の送信電力制御回路（１６）が、前記第１および第２の通信チャネ
ルの送信電力制御を、前記第１および第２の通信チャネルのうちの弱い方のチャネルの送
信電力をゼロに設定することより共同して実行するように構成される、請求項１２～１４
のいずれか一項に記載の移動端末（１０）。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本出願は、２００９年６月１６日出願の米国仮特許出願第６１／１８７７４３号および
２０１０年３月２２日出願の米国仮特許出願第６１／３１６２５３号の優先権を主張し、
これらの内容の全体を参照により本明細書に組み込む。
【０００２】
　本発明は一般に、通信チャネルの電力を制御することに関し、詳細には、各チャネルに
ついて別々の電力制御コマンドを受信するときに、これらのチャネルの電力を制御するこ
とに関する。
【背景技術】
【０００３】
　送信電力制御は、符号分割多元接続（ＣＤＭＡ）技術に基づく通信など、干渉制限され
た通信ネットワークにおいて重要な役割を演じる。信頼性の高い通信およびデータ・スル
ープットの目標レベルには、十分な電力で送信し十分な受信信号品質を確実にすることが
必要であるが、干渉を制限するか、そうでなければ低減させるためのメカニズムのために
、過度な電力での送信は回避される。
【０００４】
　送信電力制御の一例として、移動端末が通信チャネルを経由して基地局に情報信号を送
信するとき、この基地局は、送信電力制御（ＴＰＣ）を移動端末にフィードバックする。
これらのＴＰＣコマンドは、通信チャネルの送信電力を増大、低減、または維持させるよ
う移動端末に命令し、必要に応じて、変化するフェージング条件にわたって、基地局にお
ける受信信号品質を目標レベルに保持する。
【０００５】
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　状況によっては、送信電力制御の上記手法が難しくなる。たとえば、デュアル・セル高
速アップリンク・パケット・アクセス（ＤＣ－ＨＳＵＰＡ）システムでは、移動端末は、
２つの異なる通信チャネルを２つの異なる搬送波（すなわち、２つの異なる周波数領域）
上で同時に送信してもよい。様々な周波数領域で送信されると、チャネルは、様々なフェ
ージング状態におかれることがある。したがって、各チャネルは独立して電力制御され、
これは、移動端末が各チャネルについて別々のＴＰＣコマンドを受信することを意味する
。しかしその結果、一方のチャネルの送信電力が、もう一方のチャネルの送信電力よりも
はるかに大きくなることがある（たとえば、様々な基地局間のソフト・ハンドオーバの場
合）。実際にこれが起きると、電力増幅における非線形性および／または変調におけるＩ
Ｑ不均衡により、電力が大きい方のチャネルが、電力が小さい方のチャネルに漏洩し干渉
することになる。こうした自己干渉により、電力が小さい方のチャネルの品質が劣化する
。（たとえば、図１Ａおよび図１Ｂを参照されたい。これらの図には、周波数ｆ１で送信
される電力が大きい方のチャネルからの干渉により、周波数ｆ２で送信される電力が小さ
い方のチャネルが劣化する様子が示してある）。
【０００６】
　移動端末が物理アップリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）および物理アップリンク共有
チャネル（ＰＵＳＣＨ）を２つの異なる周波数領域で同時に送信することができるロング
・ターム・エボリューション（ＬＴＥ）システムでは、互いに異なるが多少関連した複雑
な状況が生じる。異なる周波数領域で送信されると、ＰＵＣＣＨおよびＰＵＳＣＨは、前
述の場合とほぼ同じように独立して電力制御される。しかしここで、主に一方のチャネル
の電力がもう一方のチャネルの電力とほぼ同じときに厄介な問題が起きる。相対的に電力
レベルが高いと、相互変調積により、送信用に割り当てられた２つの周波数領域の外側に
著しいスペクトルのピークを生じることがある。これらの望ましくないスペクトル放射は
、他の通信システムに著しく干渉することがある。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　有利には、本明細書における教示により、異なる周波数領域で送信される通信チャネル
の独立した送信電力制御が提供されて、チャネル間の電力オフセットが大き過ぎる状態ま
たは小さ過ぎる状態になるまで、様々なフェージング状態に対処する。本教示は、チャネ
ルの送信電力を共同で制御して、こうした電力オフセットを防止または少なくとも抑制し
、それにより自己干渉および／またはスペクトル放射を軽減する。
【０００８】
　より具体的には、移動端末は、送信機、受信機、および、１つまたは複数の送信電力制
御（ＴＰＣ）回路を備える。送信機は、第１の周波数領域において１つまたは複数の第１
の通信チャネルを送信し、第２の周波数領域において１つまたは複数の第２の通信チャネ
ルを送信するように構成される。様々な周波数領域で送信されると、チャネルは、様々な
フェージング状態におかれる。
【０００９】
　したがって、受信機は、１つまたは複数の第１の通信チャネル、および、１つまたは複
数の第２の通信チャネル向けの別々のＴＰＣコマンドを受信するように構成される。さら
に、チャネルの送信電力を命令された通りただ単に消極的に調整する代わりに、１つまた
は複数のＴＰＣ回路が、第１の通信チャネルのうちの１つまたは複数のチャネルの命令さ
れた電力と、第２の通信チャネルのうちの１つまたは複数のチャネルの命令された電力と
の間の差を示す電力オフセットを計算する。次いで、１つまたは複数のＴＰＣ回路は、受
信したそれぞれのＴＰＣコマンドに従って独立して、または、電力オフセットが所定の範
囲の値から外れるかどうかに応じて共同して、第１および第２の通信チャネルの送信電力
制御を選択的に実行する。
【００１０】
　実施形態によっては、たとえば、１つまたは複数のＴＰＣ回路は、計算された電力オフ
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セットが第１の所定の閾値を下回る場合は、独立して送信電力制御を実行するように、ま
た、そうでない場合には共同して送信電力制御を実行するように構成される。この第１の
閾値は、チャネル間の電力の漏洩により、チャネル間で、許容できないレベルの自己干渉
がそれ以上のレベルで生じる可能性のある電力オフセットとして、予め定めてもよい（た
とえば２０ｄＢ）。他の実施形態では、１つまたは複数のＴＰＣ回路は代わりに、計算さ
れた電力オフセットが第２の所定の閾値を上回る場合は、独立して送信電力制御を実行す
るように、また、そうでない場合には共同して送信電力制御を実行するように構成される
。第２の閾値は、相互変調積により、許容できないレベルのスペクトル放射がそれ以下の
レベルで生じる可能性のある電力オフセットとして予め定めてもよい。
【００１１】
　電力オフセットが所定の範囲の値から外れるかどうかに加えて、他の基準を指定しても
よい。様々な実施形態において、１つまたは複数のＴＰＣ回路は、計算された電力オフセ
ットが所定の範囲の値から外れるがどうかだけでなく、第１および第２の通信チャネルの
、全てまたは実質的に全てにわたって命令された全電力が、所定の全電力閾値を超えるか
どうかに応じて、独立してまたは共同で送信電力制御を実行する。
【００１２】
　１つまたは複数のＴＰＣ回路が独立して送信電力制御を実行するとき、第１のチャネル
についての電力制御ループは、第２のチャネルについての電力制御ループに影響を及ぼさ
ない。それにより、１つまたは複数のＴＰＣ回路は、チャネルが実際に送信される際の電
力オフセットに直ちに制限を加えることはない。対照的に、１つまたは複数のＴＰＣ回路
が共同して送信電力制御を実行するとき、第１のチャネルについての電力制御ループは、
第２のチャネルについての電力制御ループに影響を及ぼし、また逆の場合も同様であり、
それにより、チャネルが実際に送信される際の電力オフセットを制限する。
【００１３】
　共同して送信電力制御を実行するには、たとえば、別々のＴＰＣコマンドを受信したと
しても、同じＴＰＣコマンドに従って第１および第２のチャネルの送信電力を制御するこ
とが必要になることがある。その際に、１つまたは複数のＴＰＣ回路は、実質的に同じよ
うにチャネルの送信電力を調整し、それにより、電力オフセットが、１つまたは複数のＴ
ＰＣ回路が命令された通りに送信電力を調整した場合に達したはずの大きさまたは小ささ
になることを防止または少なくとも抑制する。１つまたは複数のＴＰＣ回路はもちろん、
他の方式で共同して送信電力制御を実行してもよい。
【００１４】
　したがって、本発明は、前述の特徴および利点に限定されない。実際には、以下の詳細
な説明を読み、添付の図面を見れば、追加の特徴および利点が当業者には理解されよう。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１Ａ】互いに異なる周波数領域で送信されるチャネルに生じる劣化を示すグラフであ
る。
【図１Ｂ】互いに異なる周波数領域で送信されるチャネルに生じる劣化を示すグラフであ
る。
【図２】本発明の一実施形態による移動端末のブロック図である。
【図３Ａ】個々にまたは共同して送信電力制御を選択的に実行するための、様々な電力オ
フセット範囲を示すグラフである。
【図３Ｂ】個々にまたは共同して送信電力制御を選択的に実行するための、様々な電力オ
フセット範囲を示すグラフである。
【図３Ｃ】個々にまたは共同して送信電力制御を選択的に実行するための、様々な電力オ
フセット範囲を示すグラフである。
【図４Ａ】本発明のある実施形態により、共同して送信電力制御が実行される条件を示す
グラフである。
【図４Ｂ】本発明のある実施形態により、共同して送信電力制御が実行される条件を示す
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グラフである。
【図５】本発明の一実施形態による、送信電力制御の方法の論理流れ図である。
【図６】本発明の別の実施形態による、送信電力制御の方法の論理流れ図である。
【図７】本発明のさらに別の実施形態による、送信電力制御の方法の論理流れ図である。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　図２には、基地局２０と無線で通信するように構成された移動端末１０が示してある。
移動端末１０は、アップリンク（ＵＬ）方向とダウンリンク（ＤＬ）方向の両方で、基地
局２０との通信リンクを有する。移動端末１０は、アップリンクで規定される通信チャネ
ルを経由して基地局２０に情報を送信し、ダウンリンクで規定される通信チャネルを経由
して基地局２０から情報を受信する。
【００１７】
　具体的には、移動端末１０は、（１つまたは複数のアンテナ１３を介して）基地局２０
に情報を送信するための、１つまたは複数の送信機１２を備える。１つまたは複数の送信
機１２は、第１の周波数領域ｆ１において１つまたは複数の第１の通信チャネルＣＨ１を
送信し、第２の周波数領域ｆ２において１つまたは複数の第２の通信チャネルＣＨ２を送
信することにより、情報を送信するように構成される（ここでｆ１≠ｆ２）。様々な周波
数領域で送信されると、チャネルＣＨ１およびＣＨ２が様々なフェージング状態におかれ
る。
【００１８】
　チャネルＣＨ１およびＣＨ２が様々なフェージング状態におかれるので、基地局２０は
、１つまたは複数の第１の通信チャネルＣＨ１向けの送信電力制御（ＴＰＣ）コマンドを
生成し、それとは別に、１つまたは複数の第２の通信チャネルＣＨ２向けのＴＰＣコマン
ドを生成する。たとえば、基地局２０は、１つまたは複数の第１の通信チャネルＣＨ１を
受信する際の品質を測定し、その品質と第１の目標品質とを比較し、必要に応じて１つま
たは複数の第１の通信チャネルＣＨ１向けのＴＰＣコマンドを生成して、この第１の目標
品質を達成する。別個の関連のないプロセスでは、基地局２０は、１つまたは複数の第２
の通信チャネルＣＨ２を受信する際の品質を測定し、その品質と第２の目標品質とを比較
し、必要に応じて１つまたは複数の第２の通信チャネルＣＨ２向けの他のＴＰＣコマンド
を生成して、この第２の目標品質を達成する。基地局２０は、ダウンリンク上で規定され
た通信チャネルを経由して、これら別個のＴＰＣコマンドを移動端末１０に送信する。
【００１９】
　それに応じて、移動端末１０は、１つまたは複数の第１の通信チャネルＣＨ１、および
、１つまたは複数の第２の通信チャネルＣＨ２向けの別々のＴＰＣコマンドを受信するよ
うに構成された受信機１４を備える。次に、受信機１４は、これら別個のＴＰＣコマンド
（図２のＴＰＣ１およびＴＰＣ２）を、移動端末１０に含まれる１つまたは複数のＴＰＣ
回路１６に提供する。
【００２０】
　実施形態によっては、ＴＰＣコマンドＴＰＣ１、ＴＰＣ２は、以前の伝送時間間隔で設
定された送信電力に対して所定の量だけ、それぞれのチャネルＣＨ１、ＣＨ２の送信電力
を増減するよう、１つまたは複数のＴＰＣ回路１６に命令する（すなわち、このＴＰＣコ
マンドは相対的なコマンドである）。他の実施形態では、ＴＰＣコマンドＴＰＣ１、ＴＰ
Ｃ２は、指定されたレベルでそれぞれのチャネルＣＨ１、ＣＨ２の送信電力を設定するよ
う、１つまたは複数のＴＰＣ回路１６に命令する（すなわち、ＴＰＣコマンドは絶対的な
コマンドである）。しかし、ＴＰＣコマンドＴＰＣ１、ＴＰＣ２が相対的であろうと絶対
的であろうと、１つまたは複数のＴＰＣ回路１６は、少なくとも部分的にそれらのコマン
ドに基づいて、チャネルＣＨ１、ＣＨ２を設定するように命令される際の送信電力（すな
わち、チャネルＣＨ１、ＣＨ２の命令された電力）を決定する。
【００２１】
　さらに、チャネルＣＨ１、ＣＨ２の送信電力を命令された通りただ単に消極的に調整す
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る代わりに、１つまたは複数のＴＰＣ回路１６が、第１の通信チャネルＣＨ１のうちの１
つまたは複数のチャネルの命令された電力と、第２の通信チャネルＣＨ２のうちの１つま
たは複数のチャネルの命令された電力との間の差を示す電力オフセットＰＯＦＦＳＥＴを
計算する。次いで、１つまたは複数のＴＰＣ回路１６は、受信したそれぞれのＴＰＣコマ
ンドＴＰＣ１、ＴＰＣ２に従って独立して、または、電力オフセットＰＯＦＦＳＥＴが所
定の範囲の値から外れるかどうかに応じて共同して、第１および第２の通信チャネルＣＨ

１、ＣＨ２の送信電力制御を選択的に実行する。このように、送信電力制御を選択的に実
行することにより、１つまたは複数のＴＰＣ回路１６は、チャネルＣＨ１、ＣＨ２間の電
力オフセットが大き過ぎる状態または小さ過ぎる状態になるまで、様々なフェージング状
態に対処するように、各チャネルの送信電力を必要に応じて別個に調整できるようにする
（そのとき、１つまたは複数のＴＰＣ回路１６は、チャネルの送信電力がこうした電力オ
フセットを防止または少なくとも抑制するように、チャネルの送信電力を共同して制御す
る）。
【００２２】
　実施形態によっては、たとえば、図３Ａに示すように、１つまたは複数のＴＰＣ回路１
６は、計算された電力オフセットＰＯＦＦＳＥＴが第１の所定の閾値Ｔｈ１を下回る場合
は、独立して送信電力制御を実行するように構成される。この閾値Ｔｈ１は、チャネル間
の電力の漏洩により、チャネルＣＨ１、ＣＨ２間で、許容できないレベルの自己干渉が、
それ以上のレベルで生じる可能性のある電力オフセットとして予め定めてもよい（たとえ
ば２０ｄＢ）。ＣＨ１、ＣＨ２が実際にこうした電力オフセットを伴って送信されるのを
防止または抑制するために、１つまたは複数のＴＰＣ回路１６は、計算された電力オフセ
ットＰＯＦＦＳＥＴが、この第１の所定の閾値Ｔｈ１以上である場合は、共同して送信電
力制御を実行するように、これらの実施形態において構成される。
【００２３】
　別の実施形態では、代わりに、図３Ｂに示すように、１つまたは複数のＴＰＣ回路１６
は、計算された電力オフセットＰＯＦＦＳＥＴが第２の所定の閾値Ｔｈ２を上回る場合は
、独立して送信電力制御を実行するように構成される。閾値Ｔｈ２は、相互変調積により
、他の移動端末３０に干渉する許容できないレベルのスペクトル放射が、それ以下のレベ
ルで生じる可能性のある電力オフセットとして予め定めてもよい。ＣＨ１、ＣＨ２が実際
にこうした電力オフセットを伴って送信されるのを防止または抑制するために、１つまた
は複数のＴＰＣ回路１６は、計算された電力オフセットＰＯＦＦＳＥＴが、この第２の所
定の閾値Ｔｈ２以下である場合は、共同して送信電力制御を実行するように、これらの実
施形態において構成される。
【００２４】
　さらに別の実施形態では、図３Ｃに示すように、１つまたは複数のＴＰＣ回路１６は、
計算された電力オフセットＰＯＦＦＳＥＴが第１の所定の閾値Ｔｈ１と第２の所定の閾値
Ｔｈ２との間にある場合は、独立して送信電力制御を実行するように構成される。それに
応じて、１つまたは複数のＴＰＣ回路１６は、計算された電力オフセットＰＯＦＦＳＥＴ

が第１の所定の閾値Ｔｈ１以上、または第２の所定の閾値Ｔｈ２以下である場合は、共同
して送信電力制御を実行するように、これらの実施形態において構成される。これらには
、１つまたは複数のＰＯＦＦＳＥＴ測定値を計算し、様々なＰＯＦＦＳＥＴ測定値を様々
な閾値と比較して、送信電力制御を独立して実行すべきか共同して実行すべきか判定する
ことが含まれることが、当業者にはもちろん容易に理解されよう。
【００２５】
　１つまたは複数のＴＰＣ回路１６は、それぞれのＴＰＣコマンドＴＰＣ１、ＴＰＣ２に
よって命令されるように、第２のチャネルＣＨ２の送信電力を調整することから独立して
第１のチャネルＣＨ１の送信電力を調整することにより、一般に本明細書では送信電力制
御を独立して実行する。すなわち、第１のチャネルＣＨ１における電力制御ループは、第
２のチャネルＣＨ２における電力制御ループには影響を及ぼさない。このようにしてチャ
ネルＣＨ１、ＣＨ２の送信電力が独立して調整される場合、１つまたは複数のＴＰＣ回路
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１６は、チャネルＣＨ１、ＣＨ２が実際に送信される際の電力オフセットに直ちに制限を
加えることはない。
【００２６】
　対照的に、１つまたは複数のＴＰＣ回路１６は、一般に、第２のチャネルＣＨ２の送信
電力に合わせることに多少依存して、第１のチャネルＣＨ１送信電力を調整することによ
り、またはその逆により、共同して電力制御を実行する。すなわち、第１のチャネルＣＨ

１における電力制御ループは、第２のチャネルＣＨ２における電力制御ループに影響を及
ぼし、また逆の場合も同様である。このようにチャネルＣＨ１、ＣＨ２の送信電力が共同
して調整される場合、１つまたは複数のＴＰＣ回路１６は、チャネルＣＨ１、ＣＨ２が実
際に送信される際の電力オフセットを制限して、たとえば、電力オフセットが大きくなり
過ぎたり小さくなり過ぎたりすることを防止する。
【００２７】
　実施形態によっては、たとえば、１つまたは複数の回路１６は、別々のＴＰＣコマンド
ＴＰＣ１、ＴＰＣ２がチャネルＣＨ１、ＣＨ２において受信された場合でも、同じＴＰＣ
コマンドに従ってチャネルＣＨ１、ＣＨ２の送信電力を制御することにより、共同して送
信電力制御を実行する。たとえば１つまたは複数の回路１６は、第１のチャネルＣＨ１に
おいて受信したＴＰＣコマンドに従って、または代替的に、第２のチャネルＣＨ２におい
て受信したＴＰＣコマンドに従って、ＣＨ１、ＣＨ２の両方の送信電力を制御する。どち
らのＴＰＣコマンドを送信電力制御に使用すべきかは、チャネルＣＨ１、ＣＨ２のいずれ
の信号品質が高いかなどに依存することがあるが、受信したＴＰＣコマンドＴＰＣ１、Ｔ
ＰＣ２のうちの少なくとも１つを事実上無視する結果は同じである。その際に、１つまた
は複数のＴＰＣ回路１６は、実質的に同じようにチャネルＣＨ１、ＣＨ２の送信電力を調
整し、それにより、電力オフセットが、１つまたは複数の回路１６が命令された通りに送
信電力を調整した場合に達したはずの大きさまたは小ささになることを防止または少なく
とも抑制する。
【００２８】
　１つまたは複数のＴＰＣ回路１６はもちろん、他の方式で共同して送信電力制御を実行
してもよい。たとえば、移動端末１０が、デュアル・セル高速アップリンク・パケット・
アクセス（ＤＣ－ＨＳＵＰＡ）規格に従って動作する実施形態を考えてみる。そのように
構成すると、１つまたは複数の送信機１２は、１つまたは複数の第１の通信チャネルＣＨ

１を第１の搬送波で（すなわち、第１の周波数領域で）、また１つまたは複数の第２の通
信チャネルＣＨ２を第２の搬送波で（すなわち、第２の周波数領域で）同時に送信する。
第１の搬送波で送信された１つまたは複数の第１の通信チャネルＣＨ１は、第１の専用物
理制御チャネル（ＤＰＣＣＨ）、第１の専用物理データ・チャネル（ＤＰＤＣＨ）、第１
のエンハンスト専用物理制御チャネル（Ｅ－ＤＰＣＣＨ）、第１のエンハンスト専用物理
データ・チャネル（Ｅ－ＤＰＤＣＨ）および／または第１の高速専用物理制御チャネル（
ＨＳ－ＤＰＣＣＨ）を含んでもよい。同様に、第２の搬送波で送信される１つまたは複数
の第２の通信チャネルＣＨ２は、第２のＤＰＣＣＨ、第２のＤＰＤＣＨ、第２のＥ－ＤＰ
ＣＣＨ、第２のＥ－ＤＰＤＣＨ、および／または第２のＨＳ－ＤＰＣＣＨを含んでもよい
。
【００２９】
　受信機１４は、第１のＤＰＣＣＨを直接制御するが他の第１の通信チャネルＣＨ１のう
ちの全てまたは実質的に全てのチャネルを最終的に制御する、ＴＰＣコマンドＴＰＣ１を
受信する（というのも、利得係数が、第１のＤＰＣＣＨの送信電力に対して、第１のＤＰ
ＤＣＨ、Ｅ－ＤＰＣＣＨ、Ｅ－ＤＰＤＣＨ、およびＨＳ－ＤＰＣＣＨの送信電力を設定す
るからである）。同様に、受信機１４は、第２のＤＰＣＣＨを直接制御するが他の第２の
通信チャネルＣＨ２のうちの全てまたは実質的に全てのチャネルを最終的に制御する、別
々のＴＰＣコマンドＴＰＣ２を受信する（というのも、利得係数が、第２のＤＰＣＣＨの
送信電力に対して、第２のＤＰＤＣＨ、Ｅ－ＤＰＣＣＨ、Ｅ－ＤＰＤＣＨ、およびＨＳ－
ＤＰＣＣＨの送信電力を設定するからである）。次いで、受信機１４は、これらのＴＰＣ
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コマンドＴＰＣ１、ＴＰＣ２を、１つまたは複数のＴＰＣ回路１６に供給する。
【００３０】
　これらのＴＰＣコマンドならびに前述の利得係数が与えられると、実施形態によっては
、１つまたは複数のＴＰＣ回路１６は、電力オフセットＰＯＦＦＳＥＴを計算し、（１）
第１のＤＰＣＣＨ、ＤＰＤＣＨ、Ｅ－ＤＰＣＣＨ、Ｅ－ＤＰＤＣＨ、およびＨＳ－ＤＰＣ
ＣＨの命令された電力（すなわち、第１の搬送波で命令された全電力）と、（２）第２の
ＤＰＣＣＨの命令された電力との間の差を示す。この電力オフセットＰＯＦＦＳＥＴが、
所定の範囲の値から外れる（たとえば、第１の閾値Ｔｈ１を上回る）場合、１つまたは複
数のＴＰＣ回路１６は、ＴＰＣ１に従って第１のＤＰＣＣＨの送信電力を制御し、ＴＰＣ

２に従って第２のＤＰＣＣＨの送信電力を制御し、ただし、所定の範囲の値に入るよう、
計算された電力オフセットＰＯＦＦＳＥＴについて必要に応じて、第１のＤＰＤＣＨ、Ｅ
－ＤＰＣＣＨ、Ｅ－ＤＰＤＣＨ、および／またはＨＳ－ＤＰＣＣＨの利得係数を調整する
ことにより、共同して送信電力制御を実行する。
【００３１】
　あるいは、別の実施形態では、１つまたは複数のＴＰＣ回路１６は、第１のＤＰＤＣＨ
、Ｅ－ＤＰＣＣＨ、Ｅ－ＤＰＤＣＨ、および／またはＨＳ－ＤＰＣＣＨの利得係数を単に
調整して、第１のＤＰＣＣＨの送信電力での命令された任意の増減を相殺する（それによ
り、第１の搬送波の全送信電力を一定に保つ）。その際に、１つまたは複数のＴＰＣ回路
１６は、ＴＰＣコマンドおよび利得係数に従って、電力オフセットが、１つまたは複数の
回路１６が命令された通りに送信電力を調整した場合に達したはずの大きさまたは小ささ
になることを少なくとも抑制する。
【００３２】
　さらに別の実施形態では、１つまたは複数のＴＰＣ回路１６は、電力オフセットＰＯＦ

ＦＳＥＴを計算し、（１）第１のＤＰＣＣＨ、ＤＰＤＣＨ、Ｅ－ＤＰＣＣＨ、Ｅ－ＤＰＤ
ＣＨ、およびＨＳ－ＤＰＣＣＨ（すなわち、第１の搬送波で命令された全電力）と、（２
）第２のＤＰＣＣＨ、ＤＰＤＣＨ、Ｅ－ＤＰＣＣＨ、Ｅ－ＤＰＤＣＨ、およびＨＳ－ＤＰ
ＣＣＨ（すなわち、第２の搬送波で命令された全電力）の命令された電力との間の差を示
す。この電力オフセットＰＯＦＦＳＥＴが、所定の範囲の値から外れる（たとえば、第１
の所定の閾値Ｔｈ１を上回る）場合、１つまたは複数のＴＰＣ回路１６は、ＴＰＣ１に従
って第１のＤＰＣＣＨの送信電力を制御し、ＴＰＣ２に従って第２のＤＰＣＣＨの送信電
力を制御し、ただし、所定の範囲の値に入るよう、または、第１もしくは第２のＤＰＣＣ
Ｈの送信電力での命令された任意の増減を相殺するよう、計算された電力オフセットＰＯ

ＦＦＳＥＴについて必要に応じて、第１ならびに／または第２のＤＰＤＣＨ、Ｅ－ＤＰＣ
ＣＨ、Ｅ－ＤＰＤＣＨ、および／もしくはＨＳ－ＤＰＣＣＨの利得係数を調整することに
より、共同して送信電力制御を実行する。
【００３３】
　さらに別の実施形態では、１つまたは複数のＴＰＣ回路１６は、以前に提案したのと同
じＴＰＣコマンドに従って、第１のＤＰＣＣＨの送信電力ならびに第２のＤＰＣＣＨの送
信電力を制御することにより、共同して送信電力制御を実行する。ＴＰＣコマンドは、た
とえば、第１のＤＰＣＣＨまたは第２のＤＰＣＣＨのうち、いずれの信号品質が高いのか
、または第１の搬送波または第２の搬送波のうち、いずれが主要な搬送波として割り当て
られるのかに応じて、ＴＰＣ１でもＴＰＣ２でもよい。
【００３４】
　これまでに、もっぱら、計算された電力オフセットＰＯＦＦＳＥＴが所定の範囲の値か
ら外れるかどうかだけに応じて、独立してまたは共同して送信電力制御を実行するものと
して１つまたは複数のＴＰＣ回路を説明してきた。しかし、こうしたことは、さらに他の
基準に依存してもよいことを理解されたい。たとえば、いくつかの実施形態において、１
つまたは複数のＴＰＣ回路１６は、計算された電力オフセットＰＯＦＦＳＥＴが所定の範
囲の値から外れるがどうかだけでなく、第１および第２の通信チャネルＣＨ１、ＣＨ２の
うちの全てまたは実質的に全てのチャネルにわたって命令された全電力ＰＴＯＴが、所定
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の全電力閾値ＴｈＴＯＴを超えるかどうかに応じて、独立してまたは共同で送信電力制御
を実行する。
【００３５】
　たとえば、移動端末１０が、ロング・ターム・エボリューション（ＬＴＥ）規格に従っ
て動作する実施形態を考える。そのように構成されると、１つまたは複数の送信機１２は
、第１の周波数領域での第１の通信チャネルＣＨ１として物理アップリンク制御チャネル
（ＰＵＣＣＨ）を、また第２の周波数領域での第２の通信チャネルＣＨ２として物理アッ
プリンク共有チャネル（ＰＵＳＣＨ）を同時に送信する。１つまたは複数の送信機１２は
、同じまたは異なる搬送波上でＰＵＣＣＨおよびＰＵＳＣＨを送信してもよいが、いずれ
にしても、互いに異なる周波数領域でそれらを送信する。ＰＵＣＣＨおよびＰＵＳＣＨに
ついてのいくつかの異なる周波数領域を同時に使用してもよい。
【００３６】
　受信機１４は、ＰＵＣＣＨを直接制御するＴＰＣコマンドＴＰＣ１を受信し、ＰＵＳＣ
Ｈを直接制御する別個のＴＰＣコマンドＴＰＣ２を受信する。これらのＴＰＣコマンドＴ
ＰＣ１、ＴＰＣ２が与えられると、１つまたは複数のＴＰＣ回路１６は、電力オフセット
ＰＯＦＦＳＥＴを計算し、ＰＵＣＣＨの命令された電力とＰＵＳＣＨの命令された電力と
の間の差を示す。１つまたは複数のＴＰＣ回路１６はまた、ＰＵＣＣＨおよびＰＵＳＣＨ
にわたって命令された全電力ＰＴＯＴを計算するが、これは単に、ＰＵＣＣＨの命令され
た電力とＰＵＳＣＨの命令された電力との合計である。
【００３７】
　電力オフセットＰＯＦＦＳＥＴが所定の範囲の値から外れる（たとえば、第２の所定の
閾値Ｔｈ２を下回る）場合でも、１つまたは複数のＴＰＣ回路１６は、それにもかかわら
ず、命令された全電力ＰＴＯＴが全電力閾値ＴｈＴＯＴを超えない場合、独立して送信電
力制御を実行する。同様に、命令された全電力ＰＴＯＴが全電力閾値ＴｈＴＯＴを超える
場合でも、１つまたは複数のＴＰＣ回路１６はやはり、電力オフセットＰＯＦＦＳＥＴが
所定の範囲の値から外れない場合、独立して送信電力制御を実行する。実際には、これら
の実施形態では、電力オフセットＰＯＦＦＳＥＴが所定の範囲の値を外れる場合と、命令
された全電力ＰＴＯＴが全電力閾値ＴｈＴＯＴを超える場合にのみ、許容できないレベル
のスペクトル放射が生じる。したがって、その場合にのみ、１つまたは複数のＴＰＣ回路
１６は、共同して送信電力制御を実行する。
【００３８】
　図４Ａ～４Ｂには、２つの異なる命令された全電力ＰＴＯＴ＝１７ｄＢｍおよびＰＴＯ

Ｔ＝１８ｄＢｍ、ならびに、２つの異なる電力オフセットＰＯＦＦＳＥＴ＝５ｄＢおよび
ＰＯＦＦＳＥＴ＝０ｄＢについてのこの一例が示してある。図４Ａに示すように、ＰＴＯ

Ｔ＝１７ｄＢｍおよびＰＯＦＦＳＥＴ＝５ｄＢまたはＰＯＦＦＳＥＴ＝０ｄＢのいずれか
でＰＵＣＣＨおよびＰＵＳＣＨが送信されるとき、結果として生じるスペクトル放射ＳＥ
は、所定の最大レベルＳＥｍａｘを超えない。したがって、これらの場合のいずれかで、
１つまたは複数のＴＰＣ回路１６は、独立して送信電力制御を実行する。対照的に、図４
Ｂには、ＰＴＯＴ＝１８ｄＢｍでＰＵＣＣＨおよびＰＵＳＣＨが送信されるとき、結果と
して生じるスペクトル放射ＳＥが、ＰＯＦＦＳＥＴ＝０ｄＢのときは所定の最大レベルＳ
Ｅｍａｘを超えるが、ＰＯＦＦＳＥＴ＝５ｄＢのときにはそのレベルを超えない様子が示
してある。したがって、一実施形態では、１つまたは複数のＴＰＣ回路１６は、ＰＯＦＦ

ＳＥＴ＝５ｄＢのときは独立して送信電力制御を実行し、ＰＯＦＦＳＥＴ＝０ｄＢのとき
には共同して送信電力制御を実行する。もちろん、この例は、前述の提案を概説するまで
に拡張してもよい。すなわち、１つまたは複数のＴＰＣ回路１６は、電力オフセットＰＯ

ＦＦＳＥＴが所定の範囲の値から外れるとともに、命令された全電力ＰＴＯＴが所定の全
電力閾値ＴｈＴＯＴを超える場合に、共同して送信電力制御を実行する。
【００３９】
　１つまたは複数のＴＰＣ回路１６は、（ＰＵＳＣＨよりも優先順位が高い）ＰＵＣＣＨ
において受け取ったＴＰＣコマンドＴＰＣ１に従って、ＰＵＣＣＨの送信電力ならびにＰ
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ＵＳＣＨの送信電力を制御することにより、共同して送信電力制御を実行してもよい。そ
の際に、１つまたは複数のＴＰＣ回路１６は、電力オフセットが、１つまたは複数の回路
１６が命令された通りに送信電力を調整した場合に達したはずの大きさまたは小ささにな
ることを防止または少なくとも抑制する。あるいは、１つまたは複数のＴＰＣ回路１６は
、ＰＵＣＣＨにおいて受信したＴＰＣコマンドＴＰＣ１に従って、ＰＵＣＣＨの送信電力
を制御してもよいが、ＰＵＳＣＨの送信電力を無条件で（すなわち、ＰＵＳＣＨにおいて
受信したＴＰＣコマンドＴＰＣ２に関係なく）低減させてもよい。その際に、１つまたは
複数のＴＰＣ回路１６は、ＰＵＣＣＨおよびＰＵＳＣＨの全電力が全電力閾値ＴｈＴＯＴ

を超えるのを防止または少なくとも抑制する。実施形態によっては、ＰＵＳＣＨの送信電
力が、何らかの最低電力レベルを下回って無条件に低減されることになる場合（これは、
要求されたＰＵＣＣＨ電力が増大するときに起きることがある）、１つまたは複数のＴＰ
Ｃ回路１６は、ＰＵＳＣＨの送信電力をゼロに設定し、その結果、全く送信されなくなる
。
【００４０】
　送信電力制御を個々に実行するか、または共同して実行するかを選択するための所定の
範囲の値は、第１および第２の通信チャネルＣＨ１、ＣＨ２が送信される周波数領域に依
存することに留意されたい。具体的には、（許容できないレベルのスペクトル放射がそれ
以下のレベルで生じる可能性のある電力オフセットとして前述した）第２の所定の閾値Ｔ
ｈ２は、第１および第２の周波数領域に依存してもよい。実際には、所与の電力オフセッ
ト（および全電力）について、第１の周波数領域と第２の周波数領域の間の差が大きくな
ると、通常、スペクトル放射が著しくなる。したがって、実施形態によっては、第１の周
波数領域と第２の周波数領域の間の差が増大するにつれて、第２の所定の閾値Ｔｈ２が増
大する。
【００４１】
　実際には、一般に、第１の周波数領域と第２の周波数領域が、不連続な周波数領域にな
るよういくらかずれているとき、第２の所定の閾値Ｔｈ２および全電力閾値ＴｈＴＯＴは
、送信電力制御の選択的な性能を表す閾値になることがある。一方、第１の周波数領域と
第２の周波数領域が連続であるとき、第１の所定の閾値Ｔｈ１は、代わりに、送信電力制
御の選択的な性能を表す閾値でもよい。したがって、第１および第２の通信チャネルＣＨ

１、ＣＨ２の異なる周波数割当て（すなわち、両通信チャネル間の異なる周波数距離）に
対して、異なる閾値を使用してもよい。
【００４２】
　スロット毎に一度など、前述の送信電力制御は常時生じることが、当業者には理解され
よう。したがって、個々に送信電力制御を実行することと、共同して送信電力制御を実行
することの間でのピンポン効果を防止するために、ヒステリシスを設けてもよい。たとえ
ば、１つまたは複数のＴＰＣ回路１６は、計算された電力オフセットＰＯＦＦＳＥＴが所
定の範囲の値から外れるまで、独立して送信電力制御を実行してもよく、その後すぐ、１
つまたは複数のＴＰＣ回路１６は、共同して送信電力制御を実行する。計算された電力オ
フセットＰＯＦＦＳＥＴが所定の範囲内で所定の量だけ後退するときのみ、１つまたは複
数のＴＰＣ回路１６は、独立した送信電力制御の実行を再開する。
【００４３】
　たとえば、図５を考えてみる。１つのタイム・スロット（一般に、本明細書では送信電
力制御用に構成された何らかの周期的な時間間隔を指す）の間、受信機１４は、別々のＴ
ＰＣコマンドＴＰＣ１およびＴＰＣ２を受信する（ブロック５００）。これらのＴＰＣコ
マンドに基づいて、またコマンドが、以前のタイム・スロットで電力を送信する相対的な
コマンドである場合、１つまたは複数のＴＰＣ回路１６は、電力オフセットＰＯＦＦＳＥ

Ｔを計算する（ブロック５１０）。計算された電力オフセットＰＯＦＦＳＥＴが、第１の
所定の閾値Ｔｈ１以下である場合（ブロック５２０で「いいえ」）、１つまたは複数のＴ
ＰＣ回路１６は、ＴＰＣ１およびＴＰＣ２に従って、独立して送信電力制御を実行する（
ブロック５３０）。次いで、送信電力制御プロセスは、電力オフセットＰＯＦＦＳＥＴが
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第１の所定の閾値Ｔｈ１以上になるまで、独立して、後続のタイム・スロットにおいて繰
り返される（ブロック５００～５３０）。電力オフセットＰＯＦＦＳＥＴが、第１の所定
の閾値Ｔｈ１以上になる場合（ブロック５２０で「はい」）、１つまたは複数のＴＰＣ回
路１６は、共同して送信電力制御を実行する（ブロック５４０）。
【００４４】
　次の１つまたは複数のタイム・スロットの間、受信機１４は、やはり別々のＴＰＣコマ
ンドＴＰＣ１およびＴＰＣ２を受信し（ブロック５５０）、１つまたは複数のＴＰＣ回路
１６は、電力オフセットＰＯＦＦＳＥＴを計算する（ブロック５６０）。しかし、１つま
たは複数のＴＰＣ回路１６は、計算された電力オフセットＰＯＦＦＳＥＴが、第１の所定
の閾値Ｔｈ１より所定の量だけ小さい場合（ブロック５７０で「はい」）、単に独立した
送信電力制御の実行を再開する。そうでない場合（ブロック５７０で「いいえ」）、１つ
または複数のＴＰＣ回路１６は、共同しての送信電力制御の実行を継続する。
【００４５】
　（１）計算された電力オフセットＰＯＦＦＳＥＴが第２の所定の閾値Ｔｈ２以下である
とともに（２）命令された全電力ＰＴＯＴが全電力閾値ＴｈＴＯＴ以上である場合に、１
つまたは複数のＴＰＣ回路１６が、共同して送信電力制御を実行する他の実施形態に適用
されたヒステリシスを図６が示している以外は、図６は図５と同様である。図６に示すよ
うに、１つまたは複数のＴＰＣ回路１６が、計算された電力オフセットＰＯＦＦＳＥＴが
第２の所定の閾値Ｔｈ２より所定の量だけ大きい場合に（ブロック６７０で「はい」）、
単に独立した送信電力制御の実行を再開するように、ヒステリシスが加えられる。図には
示していないが、別法として、またはさらに、計算された全電力ＰＴＯＴが、全電力閾値
ＴｈＴＯＴよりも所定の量だけ小さい場合、１つまたは複数のＴＰＣ回路１６が、単に独
立した送信電力制御の実行を再開するように、ヒステリシスを加えることもできる。
【００４６】
　命令された全電力ＰＴＯＴが指定されたレベルに達すると加えられる任意の電力バック
オフと関連して、またはそれに加えて、前述の送信電力制御が実行されてもよいことが、
当業者には理解されよう。さらに、前述の実施形態のいくつかを、第１および第２の通信
チャネル（ならびに、第１および第２の搬送波）のみに関して説明してきたが、本発明は
、任意の数の搬送波を介して送信される任意の数の通信チャネルに拡張できることが、当
業者には理解されよう。いくつかの実施形態での通信チャネルは、移動端末１０から基地
局２０への物理アップリンク・チャネルを含むが、他の実施形態では、物理ダウンリンク
・チャネル（たとえば、リレー、ホームノードＢなどを含む携帯電話トポロジにおいて）
、または、アップリンクおよびダウンリンクが必ずしも規定されていない他のネットワー
ク・トポロジでの通信チャネルを含む。
【００４７】
　説明してきた様々な「回路」は、アナログ回路とデジタル回路の組合せに関するもので
よく、１つまたは複数のプロセッサが実行するときに前述のように実行するソフトウェア
および／またはファームウェア（そのいずれもがメモリに記憶されてよい）で構成された
１つまたは複数のプロセッサを含むことも、やはり当業者には理解されよう。これらのプ
ロセッサのうちの１つまたは複数、ならびにその他のデジタル・ハードウェアは、単一の
特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）内に含まれてもよく、または、いくつかのプロセッサ
および様々なデジタル・ハードウェアは、個々にパッケージングされていようと、あるい
はシステムオンチップ（ＳｏＣ）に組み立てられていようと、いくつかの別々の構成部品
間に分散してもよい。
【００４８】
　本明細書において議論してきた移動端末１０は、携帯電話、ポータブル・デジタル・ア
シスタント、ラップトップ・コンピュータなどを含むことが、当業者には理解されよう。
さらに、本発明を実施するために特別の通信インターフェース規格を必要としないことが
、当業者には理解されよう。したがって、移動端末１０は、ＧＳＭ（登録商標）、ＣＤＭ
Ａ（ＩＳ－９５、ＩＳ－２０００）、ＴＤＭＡ（ＴＩＡ／ＥＩＡ－１３６）、広帯域ＣＤ
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は他のタイプの無線通信システムを含め、複数の規格化された通信実装形態のうちの任意
の１つに基づいてよい。
【００４９】
　前述の変形形態および修正形態の場合、移動端末１０は一般に、図７に示した送信電力
制御の方法を実行することが、当業者には容易に理解されよう。図７では、移動端末１０
は、第１の周波数領域で送信される１つまたは複数の第１の通信チャネルＣＨ１、および
第２の周波数領域で送信される１つまたは複数の第２の通信チャネルＣＨ２それぞれに対
して、別々のＴＰＣコマンドＴＰＣ１、ＴＰＣ２を受信する（ブロック７００）ように構
成される。移動端末１０はさらに、第１の通信チャネルＣＨ１のうちの１つまたは複数の
チャネルの命令された電力と、第２の通信チャネルＣＨ２のうちの１つまたは複数のチャ
ネルの命令された電力との間の差を示す電力オフセットＰＯＦＦＳＥＴを計算する（ブロ
ック７１０）ように構成される。最後に、移動端末１０は、受信したそれぞれのＴＰＣコ
マンドＴＰＣ１、ＴＰＣ２に従って独立して、または、計算された電力オフセットＰＯＦ

ＦＳＥＴが所定の範囲の値から外れるかどうかに応じて共同して、第１および第２の通信
チャネルＣＨ１、ＣＨ２の送信電力制御を選択的に実行する（ブロック７２０）ように構
成される。
【００５０】
　本発明は、本発明の本質的な特徴から逸脱することなく、本明細書において具体的に説
明した方法以外の方方法で実行してもよい。したがって、本実施形態は、あらゆる点で例
示的なものとしてみなすべきであり、限定的なものとみなすべきではなく、添付特許請求
の範囲の意味および均等性の範囲内で生じる全ての変更が、その中に含まれるものである
。

【図１Ａ】

【図１Ｂ】

【図２】
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